
西
田
幾
多
郎
と
真
宗

は
じ
め
に

竹
村

牧
男

私
は
仏
教

学
を

専
攻
し

て
き
た

が
、
一
方
で

、
鈴

木
大
拙

や
西

田
幾
多
郎

の
宗

教
哲
学
に
も
深

い
関
心
を
抱

い
て

き
た
。
そ
れ
は

、

学
生

時
代
よ
り

就
い
て
禅
を

学
ん
だ
先

師
・
秋
月

龍
垠

の
影

響
に
よ

る
も
の
で
あ

る
。
龍
眼
は

、
禅
学
・

仏
教

学
・
宗

教
哲
学
を
究
明

し

、
鈴

木
禅
学
と
西

田
哲

学
と

の
接
点
を

先
駆
的

に
掘
り
下

げ
た
。
一
方

、
仏
教
と

キ
リ
ス
ト

教
の
対
話
を
も
熱
心

に
推
進
し

た

が
、

そ

の
背

景
に
も
西

田
の
宗

教
哲
学
が

あ
っ
た
。
私

は
、
そ

れ
ら
を
学

ぶ
中

で
、
西
田

哲
学
に
も
大

き
な
関
心
を
寄
せ

る
に
至

っ
た

の
で

あ

る
。

よ
く
西
田

哲
学

の
根
底
に
は

、
仏
教

が
あ
る
と

い
わ
れ

る
。
東

洋
の
も

の
の
見
方

・
考
え
方
に

論
理
の
形
を
与
え
よ
う

と
し

た
匹
田

の
哲
学

の
営
み

の
根
底
に
、
仏

教
が
あ

っ
た
こ
と

は
間
違

い
な
い
で
あ

ろ
う
。
し

か
し

そ
れ
は
、
具

体
的
に
は

ど
の
よ
う

に
で
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

た
と
え

ば
西

田

の
世
界
観
は

、
華
厳

の
そ
れ
と

か
な
り
親
し

い
も
の

が
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
控
え
目

な
が
ら
西
田

自
身

が
述

べ
て

い
る
こ

と
で
も

あ
る
。
し
か
し

実
際
は

、
西
田

が
華
厳
を

詳
細
に
学

ん
だ
と

い
う
こ

と
は
な

い
で
あ
ろ
う

し
、
そ

れ
故

、

直
接
、
華

厳
の
影
響

を
受
け
た
と

い
う
こ
と

は
な

い
の
で
あ

ろ
う

。
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や
は
り
西
田
の
思
索
の
営
み
の
背
景
に
あ
っ
た
仏
教
と
し
て
は
、
ま
ず
は
禅
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
代
の
熱

烈
な
参
禅
の
跡
は
、
感
動
的
で
す
ら
あ
る
。
『
善
の
研
究
』
の
「
純
粋
経
験
」
は
、
禅
体
験
の
概
念
化
・
論
理
化
の
趣
き
が
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
、
内
田
は
生
涯
、
禅
に
親
近
感
を
覚
え
、
常
に
禅
界
の
動
向
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
西
田
の
生
涯
を
よ
く
見
て
い
く
と
、
西
出
は
禅
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
真
宗
に
よ
り
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
晩
年
の
西
田
は
、
真
宗
の
救
い
の
論
理
の
解
明
に
専
心
し
た
と
も
言
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
あ
る
い
は
西
田
哲
学
の
背

景
に
は
神
が
あ
る
が
、
四
田
の
「
人
」
の
背
景
に
は
八
宗
が
あ
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
西
田
が
生
ま
れ
育
っ
た
北
陸

の
宗
教
風
上
の
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
、
金
沢
大
学
の
橋
本
芳
契
先
生
は
、
西
田
の

背
景
に
真
宗
が
あ
る
こ
と
を
し
き
り
に
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
私
は
い
ま
一
つ
領
納
し
か
ね
て
い
た
が
、
今
日
、
西
田
の
歩
み

を
い
さ
さ
か
調
べ
る
に
及
び
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

一
、
西
田
と
真
宗
の
関
係
一
覧

初

め
に
、
西

田
と
真
宗

と
の

関
係

を
見

て
お
こ
う
。
西
田

と
真
宗

と
の
何

ら
か
の
交
渉

に
関
し
て
、
年

譜
形
式
に
よ
り

掲
げ
て
み

る
。

西

田

と

真

宗

関

係

項

目

生
家

は
真
宗

長
楽
寺
に

隣
接

。
（
西
田

の
先
祖
の
一
人
加
西
川
家
を
創
め
、
一
人
が
長
楽
寺
の
住
職
と
な
っ
た
）

幼
児

、
母
よ
り

蓮
如
の

『
御

文
』
を

聞

か
さ
れ
て
育

つ
。

明

治
三
〇
年
頃

、
清
川
円

誠
（
東
大
哲
学
科
の
同
期
生
）
の
下

宿
で
清
沢

満
之
に
会
う

も
機
縁

か
な
わ

ず
。
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明

治
三

一
年
一
月
五

日
、
「
貝
葉
書

店
に
て
、
退

耕
録

、
無
尽
燈
、
禅

僧
の
伝
を
買
う

。
」
（
こ
の
と
き
妙
心
寺
に
い
た
）

明

治
三

一
年
六
月
号

の

『
無
尽

燈
』

に

、
「
山
本

安
之
助
君

の
「
宗

教
と

理
性
」
と
云

ふ
論
文

を
読
み
て
所
感
を
述

ぶ
」
を

寄
稿
。

明

治
三

四
年
十
二
月

号
の

『
無

尽
燈
』
に

、
「
現
今

の
宗

教
に
つ

い
て
」

を
寄
稿
。

暁
烏
敏

に
よ
れ

ば
、
明
治
三
四

、
五
年
頃

、
三

々
塾
で

、
西
田
に

初
め
て
会
う
と

い
う
。

た
だ
し
暁
鳥
の
日
記

に
よ

る
と

、
明

治

三
六

年
十
一

月
十
四

日

の
記

事

に
、
⊇
一
々
塾

に
行
く

。
…

…
西
田

幾
多
郎

（
高
等
学
校
教
授
）
石
川
（
剣
道
家
）
と

初
対
面
」

と
あ

る
。
暁
烏
は

、
こ
の
塾

に
折

々
招

か
れ
て
、
親

鸞
の
教
え
を

講
じ
た

。
ま

た
、
高
等

学
校
の

教
官
の
集
会
所

で
一
週
間
連

続

の

『
歎
異
抄
』

の
講
義
を
し

た
こ
と

も
あ
り
、
そ

の
と
き
西
田

は
生
徒
に
交

わ
っ
て
聞

い
て

い
た
と

い
う

。

明
治
三
五
年

一
月
一
四
日

、
「
精
神
界

に
て
清
沢
満

之
の
文
を

よ
み
、
感

ず
る
と
こ

ろ
あ
り

。
」

明
治
三

六
年

七
月

十
七
日

、
「
稲

葉
君
を

常
光

院
に

訪
う
。

清
沢
氏

の
話
な

ど
な
す

。
」
（
大
徳
寺
に
こ
も
る
前
、
な
お
、
同
六
月
に

清
沢
満
之
往
生
。
西
田
は
こ
の
八
月
、
無
字
を
許
さ
れ
る
）

明
治
三
六
年

九
月
、
暁
鳥

敏
、
「
我
信
念
」

を
崇
信

学
舎
で
三
夜

に
わ
た

っ
て
話
し

、
西
田
こ

れ
を
聞
く
と

い
う

。

明

治
三
八
年

五
月

九
日

、
「
清

沢
氏
の
信
仰

座
談
を
よ

む
。
」

明

治
四
○
年

八
月

、
「
知
と
愛
」

を
草
す

。
『
精

神
界
』
に

載
せ
ら
れ
、
『
善
の
研

究
』

に
収

め
ら
れ

る
。

明

治
四
一
年

コ

ー月
六
日

、
藤
岡
作
太

郎
宛
手

紙
に
「
先
日

は
精
神
界
御

送
り
下

さ
れ
、
有
難
く
存

じ
候
。
佐

々
木
氏
の
文

、
一

読
電
気
に
打

た
れ
た

る
如

き
感
を
致
し

候
。

…
…
」
と
書

く
。

明

治
四
二
年

、
清

沢
満
之

の
七

回
忌
に

、
崇
信

学
舎

で
「
我
信

念
」

に
言

及
し

、
「
此
処

に
宗
教

的
信
念
の
極
致

が
あ
る
」
と
話

す

。
な

お
、
二
三

回
忌

に
は
、
大

谷
大

学
で
講

演
し

、
「
明

治
の
哲

学
界
で
最

も
尊
敬
す

べ
き
人

物
は
清
沢
満
之
と

大
西
祝

の

両

氏
で
あ

る
」

と
語

る
。
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明

治

四

三

年

、

佐

々
木

月

樵

が

『
親

鸞

聖

人

伝

』

と

、
『
親

鸞

伝

叢

書

』

を

刊

行

す

る

が

、

こ

れ

を

贈

ら

れ

た

西

田

は

、

返

礼

の

書

簡

に

、
「
…

…

全

編

敬

虔

の
念

と

渇

仰

の

情

と

を

以

て

描

か

れ

、
親

鸞

其

人

の

人

格

に

接

す

る

如

き

心

地

し

て

、

難

有

感

ぜ

ら

れ

候

、

叢

書

の

方

も

是

非

通

読

致

し

度

と

楽

し

み

居

り

候

、

基

督

伝

を

読

め

ば
、

愛

の

中

に

も

い

か

に

も

凛

乎

と

し

て
I

剣

天

に

よ

っ
て

寒

き

趣

あ

り

、

何

処

か

近

づ

き

難

く

も

か

ん

ぜ

ら

れ

候

が

、

親

鸞

聖

人

に

至

っ

て

は

、

小

春

の
日

和

の

如

く

、

静

か

に

温

か

く

、
何

事

も

打

ち

明

け

、

相

談

の

で

き

る

わ

が
慈

父

に

接

す

る

如

き

心

地

い
た

し

候

…

…
」

と

書

き

送

る

。

明

治

四

四

年

四

月

、
「
愚

禿

親

鸞

」

を

書

く

。
（
『
善

の
研

究
』

が
刊
行

さ

れ
た
の

は
同

年

一
月
）

明

治

四

四

年

一

〇

月

、

真

宗

大

谷

大

学

の
講

師

と

な

る

。

哲

学

概

論

・
倫

理

学

担

当

。

ず

っ

と

後

に

、
西

谷

啓

治

が
芦

田

の

後

任

と

し

て

同

哲

学

科

を

担

当

し

た

際

、
「

満

之

が

仏

教

を

哲

学

的

に

明

ら

か

に

し

よ

う

と

し

た

大

事

な

学

科

で

あ

る

」

と

注

意

を

与

え

た

と

い

う

。

大

正

五

年

一
月

号

の

『
無
尽

燈

』

に

、
T
心
の

内

と

外

」

を

寄

稿

。

大

正

八

年

、

一

〇

月

、

真

宗

大

谷

大

学

開

学

記

念

日

に

、
「
c
o
i
n
c
i
d
e
n
t
i
a
o
p
p
o
s
i
t
o
r
u

ヨ

と

愛

」

の
題

で

講

演

。
（
『
無
尽

燈
』

同

年

十

一
月
号

に

掲
載

）

大

正

八

年

、

コ

ー月

、

龍
谷

大

学

学
術

講

演

会

で

「
宗

教

の

立

場

」

の

題

で

講

演

。
（
『
六

條
学

報
』

翌

年
一
月
刊

に
掲

載
）

大

正

一
五

年

三

月

、

佐

々

水

月

樵

往

生

。

西

田

は

、

葬

儀

で

の

弔

辞

で

、
「
佐

々
木

君

の

大

谷

大

学

は

、

当

時

の

単

科

大

学

を

族

出

し

た

時

流

に

便

乗

し

よ

う

と

し

た

も

の

で

は

な

く

て

、

大

谷

大

学

を

も

っ

て

世

界

に

お

け

る

仏

教

研

究

セ

ン

タ

ー
た

ら

し

め

よ
う

と

す

る

気

睨

を

は

ら

ん

だ
も

の

だ

っ
た

」

等

と

心

底

か

ら

急

逝

を

慨

嘆

し

た

。

昭

和

一

四

年

九

月

一
〇

日

、

木

場

了

本

宛

葉

書

に

、
「
親

鸞

聖

人

の

語

に

仏

の

長

い
修

行

が

一

に

親

鸞

一

人

が
た

め

で

あ

っ

た

と

云

う

様

な

こ

と

が

あ

っ
た

と

思

う

が

、

あ

れ

は

ど

う

い

う

意

味

に

て

ど

う

い

う

の

で

し

た

か

、

他

力

信

仰

の

深

い

自

己

懺

悔
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の
言
と
思
う

が
い
か

ん
。
何
書

に
あ
り
や

、
御

手
数

な
が
ら
一
寸

御
教
示
を

乞
う
」
と

記
す
。

昭
和

一
四
年
九
月

二
七
口

、
大

拙
宛
葉

書
に
、
「
「
庄

松
あ
り

の
ま
ま

の
記

」
御
恵
送
下

さ
れ
色

々
誠
に
難
有
多
謝

々
々
」

と
書
く

。

（
人
拙
『
宗
教
経
験
の
事
実
』
昭
和
一
八
年
刊
行
に
紹
介
さ
れ
亘

昭
和

一
六

年
五
月

六
日

、
大
拙

宛
葉

書
に
、
「
君

の
本

に
「
山
逼

・
赤

沼
著

教
行
信
証

講
義
」

と

い
う
も

の
を
引

い
て
居

ら
る

る
が
、
こ

れ
は
云

何

な
る
書
か

、
分
か
り
易

き
も

の
に
や
、
一
寸

お
借

で
き
な

い
か
」

と
書
く

。

昭

和
一
七

年
八
月

二
八

日
、
西

谷
啓

治
宛

葉
書
に
、
「
「
本
願

の
仏

地
」

は
手

に
入

れ
た

が
、
「

親
鸞
の
仏
教
史

観
」
は
文
粂

堂
出

版

な

る
も
非

売
品
と

あ
る
が
君

は

い
か
に
し

て
手
に

い
れ
た

か
」
と
書
く

。

昭

和
一

八
年
三
月

五
日

、
大
拙

宛
葉

書
に

、
「
曇

鸞
の

浄
土
論

註
を
其

申
堂
へ

注
文
し

た
ら
往
生

論
註
と

い
う
本

を
送
り

来
り
、

こ

の
中
に

浄
土
論

註

が
あ

る
の
で

あ

る
と

い
ふ
。
君

の
本

に
書

い
て

あ

る
こ

と
と

比

べ
て
見

て
も
ど
う

も
違
う

ら
し

い
が
、

往
生
論

註
と

浄
土
論

註
と
は
一

か
異

か
」

と
書
く

。

昭
和

▽
八
年
七

月
三
〇

日
、
人

拙

宛
葉
書

に
、
「
…
…

山
逡

・
赤
沼

の
教
行
信

証
講
義
大

変
に

よ
ろ
し

い
。

あ
れ
な
ら
私
に

も
よ

く
分

る
。
あ
の
本
は
今

手
に
入

ら
な

い
か
。
第
一

書
房
に
あ

る
や
否

や
」

と
書
く

。

昭
和

一
九
年
一

二
月
二

日
、

務
台
理

作
宛
手

紙
に

、
「

御
著

早
速
序
文

を
拝
読

、
論
理
と

論
理

学
と
の
区
別
は

よ
か
っ
た

。
君
は

成
程

場
所

論
理
を

浄
土

真
宗

の
体

験
的

に
把
握

し
て

居
ら

れ

る
と
思

い
ま
す

。
私

も
詰

に
浄

土
真
宗

的
信
仰
は
場

所
論

理
的

に
論
理
的
表

現
を
与
え

得

る
と

存
じ
ま
す

。
又

さ
う

せ
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
と
思

い
ま
す

。
…
…
」

と
書
く
。

昭
和
一
九
年

コ

ー月
二

一
日
、
二
二
日

、
二
三

目
、
翌
年

一
月
六
口

、
八
日
と

、
務
台
に

田
辺
元

の
親
鸞
理

解
へ
の
猛
烈

な
批
判

を
書
く

。

コ

ー月

二
二

日

の
手

紙
に
、
「
田

辺

の
様
な

立
場

か
ら
は

信
に
よ

っ
て
救
わ

れ

る
と
云

う
こ
と

が
出

て
来
な

い
。
つ

ま
り
回
心
と

い
う
こ
と

の
世
界

だ
。
こ
れ

が
宗

教
的

世
界
か

。
罪
悪

重
重

の
凡
夫

が
仏

の
呼
声
を

聞
き
信

に
入

る
。
そ
こ

に
転
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換
の
立
場

が
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
こ

れ
ま

で
独
り
で
煩

関
し
て

ゐ
だ
が
、
実

は
仏

の
ほ
ど
こ

ろ
に
あ
っ
た
、

仏
の
光
の
圏
内

に
入
っ
て

仏
に
手
を

引
か
れ
て

居
る
こ
と
と

な
る
。
そ
こ

に
は
ど
う
し

て
も
包

ま
れ

る
と

い
ふ
と
こ

が
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

場

所
的
論
理

に
於
て

対
応
と
云

う
こ
と
は

い
つ
も
逆
対
応
と

い
う
こ
と

で
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
…
…
」
と
書
き

、
翌
日
の
于

紙
に
、
「
場
所

的
論
理

に
は

個
と
一
般
と

が
何
処

ま
で
も
相

互
否
定

的
に
対

立
す

る
、
即
ち

仏
（
ノ
エ
マ
的
）
と
自
己

（
ノ

于
ン

ス
的
）
と

が
何
処

ま
で
も

絶
対
に
対

立
す

る
と
云
う
こ

と
が
含
ま

れ
て

居
る
。
而

も
場
所

の
自
己
限
定
と
し
て
我

々
が
弥
陀
の

光

明
（
G
o
t
t
h
e
i
t
)

に
摂

取
せ

ら

れ
る
、
否

せ

ら
れ
て

属
る
所

に
場

所
的

論
理
こ

そ

真
に

浄
土
宗

教
的
世
界
観

を
基
礎

附
け

る

も
の
と
お

も

い
ま
す

。
唯
対
立

の
立
場
か

ら
は
人
信
と

い
う

こ
と
は
考

え
ら

れ
な

い
、
何

処
か
ら
歓
喜
の
念

が
出

て
く
る
の
で

せ

う
、
唯

、
意
志
的

努
力
に
よ

っ
て
仏
に
近

づ
く
と
云
う

な
ら
、
そ

れ
こ
そ
唯
、
行

の
聖

道
門
的
宗

教
だ

、
否
単

に
道
徳
で
は

な

い
か
」
と

書
く
。

昭
和

一
九
年

二
二
月
二
二
日

、
大
拙
宛

葉
書
に
、
「
（
務
台
理
作
は

）
君

の
「

浄
土
系
思

想
論
」
に
敬

服
し

て
い
る
…
…
」
と
書

く
。

昭
和

二
〇
年

一
月

六
口

、
務
台

理
作

宛
葉
書

に
、
「
私
は

生
命
と

い
う
も

の
を

か
き
終

わ
り

（
こ
れ
は
「
思
想
」
に
出
る
筈
）
今
又

数

学
の

基
礎

論
を

書

い
て

い
ま
す

が
、
こ

れ
が

す
ん
だ

ら
一

つ
浄

土
真
宗

の

世
界
観

と

い
う
も

の
を
書

い
て
見
た

い
と
思

い

ま

す
」
と

書
く

。
ま

た
同
日

、
同
じ
く

務
台

宛
葉
書

に
、
「
大
拙

の
名
号

の

論
理
、
あ

れ
は
と

て
も
よ

い
で
す

。
浄
土
真
宗

は

あ

れ
で
立

て

ら

れ
ね

ば
な
ら

ぬ
。

あ
れ
は
即

ち

私
の

い
う

表
現

す

る
も

の
と
表

現
せ

ら

れ
る
も

の
と
の
矛
盾

的
自
己

同
一

の

立

場
か

ら
考
え

ら
れ
ね

ば
な

ら
な

い
。
そ
こ

が
天

地

の
根
源

、
宗

教
の
根

源
で

す
。

絶
対
現

在

の
自
己

限
定

の
底

か
ら
仏

の

名

号
を
問

く

の
で
す

。
矛
盾

的

自
己
同

一

の
場
所

的
論

理
で

は
逆
対

応

と

い
う

こ
と

が
深

く
考
え

て
行

か
な
け
れ

ば
な
ら

な

い
、
私

と
汝
と

相
話
す

の
も
逆
対
応

で
す

。
…
…
」
と

書
く

。
同
日
四

谷
啓

治
宛
柴
土
‥
参

照
。

昭
和
二

〇
年

一
月

二
五
日

、
務
台

理
作

宛
葉

書
に
、
「
…

…
一
面

に
煩
悩

無
尽

の
世
界
は
一

面
に

仏
の
慈
悲

の
世
界

で
あ

る
。
人
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拙
は
極

楽
が
娑
婆
に

映
り
娑
婆

が
極
楽
に

映
っ
て
居

る
と

い
う

…
…
」

と
書
く

。

昭
和
二

〇
年
二
月

六
日

、
大

拙
宛
葉

書
に
、
「
…

…
口
本

的
霊

性
読
了

、
大
変

面
白

い
。
日
本

的
霊
性
は
真
に

鎌
倉
時
代

に
至
っ

て
、
覚

醒
し

た
と
思

い
ま

す

。
務
台

も
大
喜

び
で
せ
う

。
才

市
と

い
う

意
外

な
妙
好

人

が
あ

っ
た
も

の
で

す
ね
。

誰
に

も
知

ら
れ
な

か
っ
た
人
で
せ
う

」
と

書
く

。

昭

和
二
〇
年
二
月

二
六
日

、
大
拙
宛

葉
書
に
、
「
「
宗
教
経

験
の
事
実

」
に
あ

る
庄
松
三
業

安
心
の

経
験
と
は
何

の
こ

と
か
」

と
書

最

後
の
論

文
「
場
所

的
論

理
と
宗

教
的

世
界
観

」
の
末
尾

に
は
、
「
仏

教
は
従
来
非

国
家

的
と
も

考
え
ら
れ
て
居
た

。
併
し
鈴
木

大

拙
は

大
無

量
寿

経
の
此

会
四

衆
、

一
時
悉

見
、

彼
見

此
上

、
亦
復

如
是

と

い
う

語

を
引

い
て

、
此
上

に
於
て

釈
尊

を
中
心

と

し
た

会
衆

が
浄
土

を
見

る

が
如

く
、

彼
上

の
会

衆
に

よ

っ
て
此
上

が
見

ら

れ
る
。
娑

婆

が
浄

土
を

映
し
、
浄

土

が
娑

婆
を

映

す
、
明

鏡
相
照
す

、
こ

れ
が
浄
土

と
娑
婆
と

の
聯
貫

性
或

は
一
如

性
を
示

唆
す

る
も
の
で

あ
る
と
云
っ
て

い
る
（
鈴
木
大
拙

「
浄
土
系
思
想
論
」
一
〇
四
頁
）
。
私

は
此

か
ら
浄

土
真
宗

的
に
国
家

と
云

う
も
の
を

考
え
得

る
か

と
思
う

。
国
家
と

は
、
此
土

に

於
て
浄
土
を
映
す

も
の
で

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
」

と
記

さ
れ
た
。

以
上
、
ま
だ
も
れ
も
多
く
あ
る
か
と
思
う
が
、
と
も
か
く
ひ
と
わ
た
り
ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
確

認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
西
出
は
幼
時
か
ら
真
宗
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
生
家
の
隣
り
に
西
田
家
ゆ
か
り
の
真
宗
の
寺
・
長
楽
寺

が
あ
り
、
母
は
幼
時
か
ら
蓮
如
の
『
御
文
章
』
の
言
葉
を
教
え
て
育
て
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
年
代
の
熱
烈
な
参
禅
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
真
宗
に
も
絶
え
ず
触
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
一
年
一
月

五
目
、
妙
心
寺
で
正
月
を
過
ご
し
た
西
川
は
、
書
店
に
て
禅
籍
と
と
も
に
大
谷
大
学
関
係
の
雑
誌
『
無
尽
燈
』
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
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の
後
、
そ

の

『
無
尽
燈
』

に
寄
稿

も
し
て

い
る

。
明

治
三
六
年

じ
月
ト
ヒ

目
、
や

が
て

大
徳
寺
に
こ

も

っ
て
見
性
を
許

さ
れ
る
直
前
に

も
、
清
沢
満

之
の
友
人

、
稲
葉
昌

丸
を
訪

ね
て
、
そ

の
少
し
前

に
亡
く
な

っ
た
満
之

の
こ

と
に
つ

い
て
語
り
合
っ
て

い
る
。
明
治
四
〇

年

八
月

、
「
知

と
愛
」

を
満

之

が
発

刊
し

た

『
精

神
界
』

に
発
表

す

る
が
、
こ

れ
は

か
の

『
善

の
研

究
』

の
宗

教
篇
の
末
尾
に
収

め
ら

れ
た
。
『
善

の
研

究
』

の
背

景
は
、
禅
だ

け
で

は
な

い
の
で
あ
る
。
明

治
四
四
年

一
〇
月
、

真
宗

大
谷
大

学
の
京

都
開
設
に
と
も
な

い
、

同

大
学
講

師
と
な

る
。
以

後
、
真

宗
関
係

者
と

の
交

渉
も
し

ば
し

ば
あ

っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う

。

さ
ら
に

昭
和
一
七
年

こ
ろ
か
ら

、
真
宗

へ

の
関
心

が
強
く
よ
み

が
え

っ
て
く

る
。
そ
れ
は

、
鈴

木
大
拙

が
大
谷
大

学
教
授
と
な
っ
て
、

し

き
り
に

真
宗
の
こ
と

に
つ

い
て

語
り
は
し

め
た
こ

と
と
関
連
し

て

い
る
。
門
下
に
、

務
台

理
作

が
出
現
し
た
こ
と
も

、
真
宗

へ
の
関

心
を
増
大

さ
せ
た

。
そ
し

て
昭
和

一
九
年
暮

、
田
辺
元

の
親
鸞

論
を
聞
く

に
及
び
、
強

い
反

発
を

覚
え

、

が
ぜ
ん
自
ら

の
親

鸞
論
を
書

か
ね

ば
と

の
思

い
に

か
ら
れ

る
。
そ
れ
を
書

い
た

の
が
、
最
後

の
論
文
「

場
所
的
論
理
と
宗

教
的

世
界

観
」
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
酉
田

は
生
涯
に

わ
た

っ
て

、
真
宗

と
浅
か

ら
ぬ
関
係
に

あ
っ
た
の
で

あ
る
。

二

、
清
沢
満
之
と
西

田
幾
多
郎

こ

の
節
で

は
、
特
に
西
田
と

清
沢
満
之

と

の
関
係
に

つ
い
て
、
ま
と

め
て
お
き

た
い
。
西

田
は

、
清
沢
満
之
を
高

く
評
価
し

て

い
た
。

す

で
に
明
治
三

五
年
一
月

一
四
日

、
「
精

神
界
に

て
清
沢
満
之

の
文
を
よ

み
、
感

ず
る
と
こ

ろ
あ
り
」
と
日
記

に
記
し

、
明
治
四
二
年
、

満
之

の
七
回
忌

に
は
、
崇
信

学
舎

で
「
我
信

念
」
に
言
及

し
、
「
此
処

に
宗

教
的
信

念
の
極
致

が
あ

る
」

と
話
し

た
と
い
う
。
西
田

は
、

明

治
の
哲
学
界

で
も

っ
と

も
尊
敬
す

べ
き
は

、
清
沢
満
之

と
大
西
祝

で
あ

る
と
言

い
、
満
之

の

『
宗

教
哲

学
骸
骨
』
を
京
都

大
学
新
聞

で

推
薦
し
た
り

し
た
そ
う
で

あ
る

。
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西

田

は
、
満
之

を
評
価

・
敬
慕
し

て

い
た
だ

け
で

な
く

、
思

想
的
に
満

之

の
影

響
を
受

け
た

と

説
く
者
も

い
る
。
安
富

信
哉
は

、

「
な

か
で
も
注
目

さ
れ

る
の
は
、
西
田

幾
多
郎
へ

の
影

響
で

あ
る
。
西
田

の
矛
盾
的

自
己
同

一
の
考
え
方

は
、
満
之

の
信
仰
を
論
理

化

し

た
も
の
だ
と

い
わ
れ

る
（
西
村
見
暁
談
）
。
精
神
主

義
の
「

有
限
と
無
限

の
対
応
」

は
、
西
田

哲
学

の
「

絶
対
矛
盾

の
自
己
同

二

の

母

体
で

あ
る
と
主
張

す

る
者
も

少
な
く

な

い
。
『
善

の
研

究
』

所
収

の
「
知
と

愛
」

が

『
精

神
界
』

に
寄

稿
さ
れ
た
論
文

で
あ

る
こ
と

は

、
河

田
と
精

神
主
義
の
近

さ
を
示
す

例
で
も

あ
ろ
う

」
と
述

べ
て

い
る
。
満
之

の
考

え

が
西
m

哲
学

の
母
体
と
な

っ
た
と
主
張
す

る

者

が
少

く
な

い
と

言
っ
て

い
る
が
、
西
村
見

暁
以
外

に
ど
の
よ
う

な
人

が
い
る
の
で

あ
ろ
う
か

。
私
は
、

少
く
と
も

谷
川

徹
三

が
そ

の

旨

の
こ

と
を
講

演
で
話
し
て

い
る
こ
と
を

確
認
し
て

い
る
が

、
お
そ
ら
く
他

に
も

い
る
の
で
あ

ろ
う
。

『
善
の
研
究
』

所
収
の
「
知

と
愛
」
は

、
清
沢
満

之
が
創

め
た
浩
々
洞

の
機
関
誌

『
精
神
界
』

に
載
せ

ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た

。
そ

こ
に

は
、
当
然

の
こ
と
で

あ
る
が
、
真
宗

の
信
仰
に

通
じ
る
こ
と

が
説
か

れ
て

い
る
。
次
の
よ

う
で
あ

る
。

以

上
少
し
く
知

と
愛
と

の
関
係
を
述

べ
た
所
で

、
今

之
を
宗

教
上
の
事

に
当
て
は

め
て
考
え

て
見
よ
う
。
主
観
は
自
力

で
あ

る
、

客
観
は
他
力

で
あ
る

。
我

々
が
物
を

知
り
物
を
愛

す
と

い
う

の
は
自
力

を
す
て
て

他
力
の
信

心
に
入

る
謂
で
あ

る
。
人

間
一
生

の

仕

事
が
知
と
愛

の
外
に
な

い
も

の
と
す

れ

ば
、
我

々
は
日

々
に
他
力
信

心
の
上
に

働

い
て

居
る
の
で

あ
る
。
学
問
も

道
徳
も
皆
仏

陀

の
光
明
で

あ
り

、
宗

教
と

い
う
者

は
此
作
川

の
極
致
で

あ
る
。
学
問

や
道
徳
は

個
々
の

差
別

的
現
象
の
上
に
此
他
力

の
光
明
に

浴

す
る

の
で
あ

る
が
、
宗

教
は

宇
宙
全

体
の
上

に
於

て
絶
対

無
限
の

仏
陀
其
者

に
接
す

る
の

で
あ

る
。
「
父

よ
、
若
し

み
こ
こ

ろ

に

か
な
わ

ば
こ

の
杯

を
我

よ
り

離
し
た
ま

へ
、
さ
れ

ど
我

が
意

の
ま

ま
を
な
す

に
あ
ら

ず
、
唯
み
こ
こ

ろ
の
ま
ま

に
な
し
た
ま
え
」

と

か
、
「
念
仏

は
ま
こ

と
に
浄
上

に
む
ま

る
る
た

ね
に

て
や
は
ん

べ
る
ら
ん
、
ま

た
地
獄

に
お
っ

べ
き
業

に
て

や
は
ん

べ
る
ら
ん
、

総
じ

て
も
て
存
知

せ
ざ

る
な
り

」
と

か
い
う
譜

が
宗

教
の
極
致

で
あ
る

。
而

し
て
こ

の
絶
対
無

限
の
仏
若

し
く
は
神
を
知

る
の
は

只

之
を
愛

す

る
に

依
り
て

能
く
す
る

の
で

あ
る
。
之

を
愛
す

る
が
即

ち
之
を

知
る

の
で
あ

る
。
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橋

本
峰
雄

に
よ

れ
ば
、
「
こ

の
よ
う

な
西
田

の
文

章
は

、
内
容

の
み

な
ら
ず
表
現

ま
で

も
、
清
沢

の
そ
れ

に
酷

似
し

て

い
る
」

と
司

馬
遼
太
郎

が
指

摘
し

た
と

い
う

こ
と
で

あ
る
。

西
田

は
、
満

之

の
「
我
信

念
」

に
対
し

て
、
「
こ
こ

に
宗

教
的
信

念

の
極
致

が
あ
る
」
と

高
く
評

価
し
た

の
で

あ
っ
た
。
一

体
、
西

田
は

「
我
信

念
」

の
ど
こ
に

宗
教

的
信

念
の
極

致
を
見

出
し

た
の
で

あ

ろ
う

か
。
た
と

え

ば
、
「
我

信
念
」
に
は
次

の
よ
う
な

節

が

あ

る
。私

の
信
念

に
は
、
私

か
一
切
の
こ

と
に
就

い
て
、
私

の
自
力
の

無
功
な

る
こ

と
を
信

ず
る
、
と
云
う

点
が
あ
り
ま
す
。

…
…｛
一
。ふ
教

的
信

念
は
こ

ん
な
も

の
で
あ
る
と
云

う
様
な

決
着
は

、
時
々
出

来
ま
し
た

が
、
其

が
後

か
ら
後
か

ら
打
ち
壊
さ
れ
て
し

も
う

た
こ

と

が
、
幾
度

も
あ
り
ま
し

た
、
…

…
何
か
善

だ
や
ら
悪

だ
や
ら

、
何
か
真
理

だ
や
ら
非

真
理
だ
や

ら
、
何
か
幸
福
だ
や

ら
不

幸
だ

や
ら
、
一

つ
も
分
る
も

の
で
な

い
。
我
に
は
何

に
も
分

か
ら
な

い
、
と
な

っ
た
処
で
、
一
切
の
事
を

挙
げ
て
、
悉
く
如

来
に
信
頼

す

る
、
と
云
う

こ
と
に

な
っ
た
の

が
、
私

の
信
念

の
大

要
点
で

あ
り

ま
す
。

ま

っ
た

く
の
推
量

に
す

ぎ
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
西
田

は
深
く

共
鳴
し
た

の
で
は
な

か
っ
た

か
。
そ
れ
は
、

禅
に
お

い
て
、

懸
崖
に
手

を
撒
す

る
ま
で
の
格
闘

に
も

似
て

い
る
。
西
田

は
、
禅
も

浄
土
も
一

つ
だ
と

の
想

い
を
深
く
し

た

の
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。

清
沢
満

之
の
有
名

な
言
葉
に

、
『
膿
扇
記
』
、
明

治
三

一
年

一
〇
月
二
四

日
の

、

自
己

と
は
何

ぞ
や
。
こ

れ
人

生
の

根
本
問
題

な
り

。
自
己

と
は
他

な
し
。

絶
対

無
限
の
妙

用
に
乗
託
し

て
、
任
運
に
法
爾

に
此
の

境
遇

に
落
在
せ

る
も
の
、
即

ち
是

な
り
。

が
あ

る
。
満
之
に
と

っ
て
の
根

本
問
題

は
、
自
己
と

は
何

か
に
あ
っ
た
よ

う
で

あ
る
。
一
方
、
西

田
も
ま

た
、
宗

教
の
問
題
を

哲
学
の

終
結
の
問

題
と
考
え

て
い
た

が
、
宗

教

の
問
題
と

は
、
道
徳

と
異
り
、

自
己
が

い
か
に
は
た
ら
く

か
で

は
な
く

、
そ
も
そ
も
そ

の
自
己

と
は
何

か
、
自
己

の
あ
り

か
は

ど
こ
に

あ
る
か
、

で
あ

る
と

言
っ
て

い
る
。
こ
こ

に
も
、
両
者

の
問
に
共

通
す

る
も
の
を
見

る
こ

と
が
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で

き
る
。

以

上
、

い
く

っ
か
清

沢
満
之
と
西
田

と
の

関
係

に
つ

い
て
指
摘
し

て
き
た

が
、
こ

こ
に

あ
る
の
は
単

に
哲
学
者
と
し
て

の
満
之
へ
の

評
価

の
み
で
な

い
、
真
宗

の
信
仰
を

媒
介
と
し

て
の
敬
慕

の
念
で
あ

っ
た
と

い
え

よ
う

。
満

之
が
、
西
田

と
関
係

の
深

い
真
宗

大
谷
派

の
若

き
旗
手
で

あ
っ
た

か
ら
こ
そ

、
西

田
は

い
っ
そ
う
深

い
共

感
を
覚
え

て

い
た

の
で
あ

る
。

吉
田

久
一
は

、
「
西
田

は
満
之

の
友

人
稲

葉
昌
丸

と
親
し
か

っ
た
し

、
ま

た
満
之

の
後
継
者
暁
鳥

敏
と
は
同
郷
で
も
あ
り
親
密

で
あ
っ

た

。
西
田

は
出
京

の
際
、

精
神
主
義

の
牙

城
浩

々
洞

を
た
ず

ね
だ
り
し
て

お
り
、
ま

た
『
精

神
界
』
も

誌
上
で
西
田

の
動
向
を
伝
え

て

い
る
」

と
書

い
て
い

る
。
西

田
自
身
は

満
之
と
直
接

、
交
流
し

た
こ
と
は

な
く
、
し

か
し
そ

の
門
下

と

は
か
な
り

密
に
交
流
し

た
。
暁

烏
敏

に
は
、
四

高
教
授
時
代

、
三

々
塾

や
崇
信
学

舎
で
講
義
を
う

け
て

い
る
。
さ

ら
に
佐

々
木

月
樵
と

も
、
深

い
交
流
を
果
た
し

て

い

る
。
佐

々
木
月
樵

は
大
谷

大
学
学
長
時

代
、
京
都
大

学
に
出
向

い
て
西
田

の
講
義
を
受

け
た
と

の
こ
と

で
あ
る
。
佐

々
木
月
樵

は
鈴

木

大
拙
を
大

谷
大

学
に
招
く
こ

と
に
成
功
す

る

が
、
そ

の
蔭
に
は
西

田
と

の
連
携

プ
レ

ー
が
あ

っ
た
。
佐

々
木
月
樵

は
若

く
し
て
往

生
し

て
し
ま
う

が
、
そ

の
葬
儀

の
席
上
、
西
川

は
切
々
た

る
弔
辞
を
贈

る
の
だ

っ
た
。
も

ち
ろ
ん
大

拙
も
同
様

で
あ
っ
た
。

後
年

、
西
谷

啓
治

が
西
田

の
後

任
と
し

て
大
谷

大
学
哲

学
科
を

担
当
し

た
際
、
「
満
之

が
仏

教
を
哲

学
的
に
明
ら
か

に
し

よ
う
と
し

た
大
事
な

学
科
で

あ
る
」
と
注

意
し
た
と

い
う
。
佐

々
木
月
樵
ら

と
の
交

流
の
根
本

に
清
沢
満
之

が
い

る
こ
と
を

、
西
田

は
け

っ
し

て

忘

れ
な
か

っ
た
。三

、
西
田
の
真
宗
観

そ
の
I

次
に
、
西
田

の
真
宗

の
宗
祖

・
親
鸞
に
対
す

る
見

方
を
ま

と
め

る
こ

と
に
し

た
い
。
西
田

は
常
に

親
鸞
を
評
価
し
て

い
た
。
そ
の
評

-84
-



価
の
核
心
は
、
親
鸞
が
絶
対
の
愛
を
説
く
こ
と
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
明
治
四
四
年
、
ち
ょ
う
ど
『
善
の
研
究
』
が
刊
行

さ
れ
た
年
、
西
田
は
「
愚
禿
親
鸞
」
の
随
想
を
書
い
て
い
る
。
小
文
な
が
ら
も
実
に
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
「
他

力
と
い
わ
ず
、
自
力
と
い
わ
ず
、
一
切
の
宗
教
は
此
愚
禿
の
二
字
を
味
わ
う
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

同
じ
く
愛
を
主
と
し
た
他
力
宗
で
あ
っ
て
も
、
猶
太
教
か
ら
出
た
基
督
教
は
尚
、
正
義
の
観
念
が
強
く
、
い
く
ら
か
罪
を
責
む
る

と
い
う
趣
が
あ
る
が
、
真
宗
は
之
と
違
い
絶
対
的
愛
、
絶
対
的
他
力
の
宗
教
で
あ
る
。
例
の
放
蕩
息
子
を
迎
え
た
父
の
様
に
、
い

か
な
る
愚
人
、
い
か
な
る
罪
人
に
対
し
て
も
弥
陀
は
た
だ
汝
の
た
め
に
我
は
粉
骨
砕
身
せ
り
と
い
っ
て
、
之
を
迎
え
ら
れ
る
の
が

真
宗
の
本
旨
で
あ
る
。
歎
異
抄
の
中
に
上
人
が
「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な

り
け
り
」
と
い
わ
れ
た
の
が
其
極
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
重
罪
極
悪
の
私
、
こ
の
一
人
の
た
め
に
こ
そ
、
本
願
を
立
て
、
兆
載
永
劫
の
苦
辛
を
も
っ
て
救
っ
て
下
さ
る
、
そ
の
絶
対
愛
こ

そ
が
真
宗
の
極
意
で
あ
る
と
示
す
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
は
、
基
本
的
に
、
お
そ
ら
く
生
涯
を
通
じ
て
変
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
あ
の
最
後
の
論
文
、「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世

界
観
」
か
ら
、
西
田
の
親
鸞
論
を
二
、
三
引
い
て
み
よ
う
。
初
め
に
、
次
の
説
が
あ
る
。

後
者
の
方
向
に
於
て
は
、
之
に
反
し
、
絶
対
者
は
何
処
ま
で
も
我
々
の
自
己
を
包
む
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
私
は
此
処
で
も
、

我
々
の
自
己
が
唯
一
的
個
的
に
、
意
志
的
自
己
と
し
て
絶
対
者
に
対
す
る
と
云
う
。
何
と
な
れ
ば
愛
と
云
う
も
の
も
、
何
処
ま
で

も
相
対
す
る
人
格
と
人
格
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
的
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
処
ま
で
も
自
己
自
身
に
反
す
る
も
の
を
包

む
の
が
絶
対
の
愛
で
あ
る
。
何
処
ま
で
も
自
己
矛
盾
的
存
在
た
る
意
志
的
自
己
は
、
自
己
成
立
の
根
抵
に
於
て
、
矛
盾
的
自
己
同

一
的
に
自
己
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
に
撞
着
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
我
々
の
自
己
は
自
己
自
身
を
包
む
絶
対
の
愛
に
接
せ
な
け
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れ

ば
な
ら
な

い
。
単
な

る
意
志
的
対

立
か
ら
人

格
的
自
己

が
成
立

す
る
の
で

は
な

い
。
此
故
に
如
何

な
る
宗

教
に
於
て
も

、
何
等

か

の
意
味
に
於

て
神
は
愛

で
あ

る
の
で
あ

る
。
私
は
、
上

に
、
絶

対
者
と
は
対

を
絶
す

る
も
の
で
は

な
い
、
相
対
に
対
す

る
も
の

は

真
の
絶
対
で

は
な

い
と
云

っ
た

。
嶽
］の
絶
対

者
は
悪

魔
的
な

る
も
の
に
ま

で
自
己
自
身

を
否
定
す

る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
、
そ
こ
に
宗

教
的
方
便

の
意
義

が
あ
る
。
而
し

て
そ

れ
は
又
絶

対
1

が
悪

魔
的
な

る
も
の
に
於
て

も
、
自
己

白
身
を
見

る
と
云

う
こ

と
で
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。
此

に
浄
土

真
宗

の
如

き
悪

人
正

因

の
宗
教

が
あ
る

の
で

あ
る
。
絶

対
愛

の
宗
教
が
成
立
す

る
の

で

あ
る
。
親

鸞
一
人

の
為
な
り
け

り
と
云
う

、
唯
一

個
的
に
意
志

的
な
れ

ば
な

る
秤

、
斯
く
云
わ

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

絶
対

者
は
何
処
ま

で
も
自
己

自
身
を
否

定
す

る
こ

と
に

よ
っ
て
、

真
に
大
を
し

て
大
た

ら
し

め

る
の
で
あ
る
、
真
に
大
を
救

う
と

云
う
こ

と
が
で

き
る
の
で

あ
る
。
宗

教
家
の
方

便
と

か
奇
蹟
と

か
云
う

こ
と

も
、
此

の
如

く
絶
対
者

の
絶
対
的
自
己
否
定

の
立
場

か

ら
理

解
せ
ら

れ
る
で
あ

ろ
う

。
仏

は
自
ら
悪

魔
に
も

堕
し

て
大

を
救
う
と
云

わ
れ

る
。
キ
リ
ス
ト

教
に
於
て
で
も
、
受
肉

と
云

う
こ

と
に
は
、

か
か

る
神

の
自
己
否

定
の
意
義

を
見
出
す
こ

と

が
で
き
る
で

あ
ろ
う

。
仏

教
的
に
は

、
此
の
世
界
は
仏

の
悲

願
の

世
界

、
方
便
の

世
界
と
云
う
こ

と

が
で
き
る

。
仏
は
種

々
な

る
形

に
現

じ
て

、
人
を
救
う

と
云

う
こ

と
が
で
き
る
。

西
田

は
、
こ
の
絶

対
愛

が
表
現

さ
れ

る
の
が
名
号

で
あ

る
と
し

、
名
号

に
出
会

っ
て
の
信
を

強
調
す

る
。
こ

の
名
号
の
着
目

は
、
犬

拙

の
名

号
論
に

も
深

く
影

響
さ
れ

た
も

の
で

あ
る
（
昭
和
二
〇
年
一
月
六
目
付
務
台
理
作
・
西
谷
啓
治
あ
て
葉
書
参
照
）
。
西

田
は
、
名

号

不

思
議

に
よ
っ
て
横
超

が
成
立
す

る
と

説
く
。
名
号
不

思
議

と
は
、
絶
対

者
の
呼
声

が
我

々
に
届

く
と

い
う
こ

と
で
あ

る
。
南
無

阿
弥

陀
仏
は

、
私

が
阿
弥

陀
仏
に
帰
依
す

る
と

い
う
こ
と

な
の
で

は
な
く
、
阿

弥
陀
仏

の
方

が
、
我

々
を
救
う

ぞ
と
呼

び
か
け
て
下

さ
っ
て

い

る
も

の
な
の
で
あ

る
。

真
宗
に

於
て
は

、
此
の
世
界

は
何
処
ま

で
も
業

の
世
界
で

あ
る
。
無
明

生
死

の
世
界

で
あ

る
。
唯
、
仏
の
悲
願

に
よ
っ
て
、
名
号

不
思
議

を
信
ず

る
こ

と
に
よ

っ
て
救

わ
れ
る
と
云

う
。
そ

れ
は
絶
対
者

の
呼
声

に
応

ず

る
と
云

う
こ
と
に
他

な
ら
な

い
。
か

か
る

-
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立
場
の
徹
底
に
於
て
は
、
生
死
即
不
生
で
あ
る
（
盤
珪
禅
師
）。
矛
盾
的
自
己
同
一
的
に
、
全
仏
即
人
、
人
仏
無
異
で
あ
る
。
空

中
剣
を
振
廻
す
如
く
で
あ
る
。
又
急
水
上
に
毬
子
を
打
す
、
念
々
不
停
流
で
あ
る
（
趙
州
）
。

仏

教
に
於
て

も
、
真
京

に
於
て
の
如

く
、

仏
は
名
号

に
よ
っ
て
表
現

せ
ら
れ

る
。
名
号
不
思

議
を
信

ず
る
こ
と

に
よ
っ
て
救
わ

れ

る
と
云

う
。

絶
対
者
即
ち

仏
と
人
間

と
の
非

連
続
の

連
続
、
即
ち
矛

盾
的
自
己
同
一
的
媒
介

は
、
表
現

に
よ

る
外

な
い
。
仏
の

絶

対
悲

願
を
表
す

も
の
は

、
名

号
の
外

に
な

い
の
で
あ

る
。
欺
異
抄

に
、
誓
願

の
不

思
議
に

よ
っ
て
、
易
く
た

も
ち

、
称
え
易
き
名

号
を

案
じ

出
し

た
ま

い
て
、
「
こ

の
名
字

を
称
え

ん

者
を
迎
え

と
ら

ん
」
と
御

約
束

あ

る
こ

と
な

れ

ば
、
ま

づ
「
弥
陀

の
大
悲
大

願

の
不
思

議
に

た
す
け

ま

い
ら
せ
て

生
死

を
出

づ

べ
し
」
と
信
じ

て
、
「
念
仏

の
申
さ

る
る
も
如

来
の
御
は
か
ら

い
な

り
」
と
思

え

ば
、
す
こ
し

も
自
の
計

ま
じ
わ

ら
ざ

る
が
故

に
、
本

願
に
相
応
し

て
真
宗
報

土
に
往
生
す

る
な
り

、
こ

れ
は
誓
願

の
不
思
議
を

む
ね

と
信
じ

た
て
ま
つ

れ
ば
、
名
号

の
不
思

議
も
具
足
し

て
、
誓
願

名
号
の
不
思

議
ひ
と

つ
に
し

て
、
さ
ら
に
異
る
こ

と
な
き

な

り
と
云

っ
て

居
る
。
絶
対

者
と
人
間

と
の
何
処

ま
で

も
逆
対
応
的

な
る
関
係

は
、
唯
、
名
号

的
表
現

に
よ

る
の
外

は
な

い
。
…

…

愕
に
云

っ
た
如
く

、
我

々
の
自
己

は
個
人
的

意
志
の
尖

端
に
於
て

絶
対
者
に
対
す

る
の
で

あ
る
。

神
も
亦

絶
対
意
志
的
に
我

々
の

自
己

に
臨

む
の
で

あ

る
。
（
故

に
何
処
ま
で
も
逆
対
応
的
で
あ
る
の
で
あ
る
）
。
…

…｛
・
ふ
教
的
表

現
と

は
、
絶
対
意
志
的

で
な
け
れ

ば

な
ら

な

い
。
我

々
の
人
格
的

自
己
そ

の
も

の
に
対
す

る
も
の
で

あ
る
の
で
あ

る
。
仏
は
我

々
の
自
己

に
何
処

ま
で
も
超
越
的
な

る

と
共

に
、
而

も
之

を
包

む
も
の

で
あ

る
。
「
念
仏

の
申

さ
る

る
も
如

来
の
御
は

か
ら

い
な
り

」
と
云

う
に
至
り
て

極
ま
る
。
此

に

親
鸞

の
横
超

の
意
義
が
あ

る
の
で

あ
る
。
横
超

は
名
号
不

思
議
に
よ

ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
如
何

な
る
宗

教
と
云
え

ど

も
、
そ

れ
が

真
の
宗
教
で

あ
る
か

ぎ
り

、
人
信

と

か
救

済
と

か
云

う
に
は

、
絶
対
者
と
人

間
と

の
間
に
は

、
絶
対
矛

盾
的
自
己
同
一
的

な

（
四

る
背
理

の
理
と
云
う

も
の

が
あ
る

の
で
あ

る
。

-
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西
田

は
実
に
親

鸞
を
深
く

捉
え

て

い
る
。
か
つ
そ
こ

に
普
遍

的
な
宗

教
の
理
を
見
出

し
て

い
る
。
そ

の
際
、
名
号

は
最
要
の
焦
点

と

な

る
の
で
あ
っ
た

。

今
、
「
絶

対
者
と

人
問

と
の
何

処
ま

で
も
逆

対
応
的

な

る
関
係
は

、
唯
、
名

号
的
表

現
に
よ

る
の
外

は
な
い
」

と
あ

っ
た
。
西
田

の

宗
教
哲

学
の
究
極

は
、
「

逆
対
応
」

と
「
平

常
底
」

で
あ

る
。
そ
の
逆

対
応
と

い
う
こ

と
は

、
た
と
え

ば
、
「
我
々
の
自
己

は
絶
対
的
一

者
の
自
己
否

定
と
し

て
、
何
処
ま

で
も
逆
対
応

的
に
之

に
接
す

る
の
で
あ
り

、
個
な
れ

ば
個
な

る
程
、
絶
対
的
一
者
に
対
す

る
、
即
ち

神
に
対
す

る
と
云
う
こ

と
が
で
き

る
。
我

々
の
自
己

が
神

に
対
す

る
と
云
う

の
は
、
個

の
極
限
と
し

て
で
あ
る
」
と

い
う

よ
う

に
説
明

さ
れ

る
。
か
け
が
え

の
な

い
個
の
、
死
ぬ
し

か
な

い
自
己

の
、
そ

の
先
端
に

お
い
て
、

か
え

っ
て

絶
対
者
に
対
し
、
絶
対
者

に
ふ
れ

る

と

い
う

の
が
、
逆
対
応

で
あ

る
。
自
己

が
一
般

者
の
方
へ

拡
大
し
て

い
く
こ
と
に

よ
っ
て

最
終
的
に

絶
対
者
と
合
一
す

る
と

い
う
の
で

は
な
く
、
自
己

が
個
の

極
限
に
徹

す
れ
ば
徹
す

る
ほ
ど
、

逆
に
神
に

ふ
れ
る
の
で

あ
る
。

個
の
極
限

に
お

い
て
、
一
転
し
て

、
神
の
ふ

と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
肯

づ
か
れ
、
救

わ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な

逆
対
応

の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム
は
、
『
歎

異
抄
』

の
「
弥

陀
の
五
劫

思
惟

の
願
を

よ
く
よ
く

案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え

に
親
鸞
一

人

が
た
め
な
り
け

り
」
の
句

が
も

っ
と

も
よ
く
表
わ
し

て

い
よ

う
。
禅

の
方

か
ら
も
逆

対
応
と

い
う
こ
と
を

説
明
す

る
。
そ
の
場
合

、

大

燈
国

師
の
「
億

劫
相

別
、
而

須
火

不
離

、
尽

日

相
対

、
而
刹

那
不

対
」

の
句

が
よ
く
用

い
ら
れ

る
。
し

か
し

そ
れ

よ
り

も
格
段

に

『
歎
異
抄
』

の
句

の
方

が
、
「

逆
対
応
」

の
「
逆
」

と

い
う

こ
と

を
は

っ
き
り
示
し

て

い
る
で

あ
ろ
う

。
そ
こ
を
西
田

は
ま

た
、
次

の

よ
う

に
も
説
く
の

で
あ
る
。

無
の
自
己
限
定
と
し

て
現

れ
る
も

の
は

、
意
志
で
あ

る
。
我

々
の
個
人
的

自
己

即
ち

意
志
的
自
己

は
、
主
語
的
有
で
も

な

い
、
述

語
的

有
で
も
な

い
。
主

語
的
方

向
と
述
語
的
方
向

と
の
矛
盾

的
自
己
同

一
的
に
場

所

の
自
己

限
定
と
し

て
、
生
起
す

る
の
で
あ

る
。

故
に
瞬

間
が
永
遠

で
あ

る
と
云

わ
れ

る
如
く

、
我

々
の
自
己
は

、
何
処
ま
で

も
唯
一

の
個
と
し
て

、
一
歩
一
歩
逆
限
定

的
に
、
絶
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対
に
接
す
る
の
で
あ
る
。
臨
済
は
赤
肉
団
上
一
無
位
真
人
、
常
従
汝
等
諸
人
面
門
出
入
と
云
う
。
「
何
処
ま
で
も
個
人
と
し
て
」

と
云
う
こ
と
は
、
人
問
の
極
限
と
し
て
、
人
間
の
代
表
者
と
し
て
と
云
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の

願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
為
な
り
け
り
」
と
云
う
の
も
、
か
か
る
意
義
に
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

石
ご

い
。

こ
う
し
て
、
親
鸞
の
思
想
、
「
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
と
い
う
『
歎
異
抄
』
の
一
句
は
、
西
田
の
宗
教
哲
学
の
根

本
を
支
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
く
ら
い
真
宗
は
、
丙
‥田
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

四
、
西
田
の
真
宗
観

そ
の
二

し

か
し
な

が
ら
、
西
田

は
真
宗
の
す

べ
て
を

、
そ
の
ま

ま
全
面
的

に
受

け
入

れ
て

い
た

わ
け
で
は
な

い
。
西
田

は
そ
も
そ
も

仏
教
に

（
2
3ゝ

対
し

て
、

結
局

、
心
を
対
象

と
し
た
論

理
で

あ
り

、
主
観

的
で
あ
り

、
歴
史
的

事
物
の
論

理
で
は
な

い
と
批
判
的
に
見

た
の
で

あ
り
、

一
方

、
真
宗
に

関
し

て
は

、
親
鸞
に
は
歴

史
的
世

界
へ
出

て
く
る
可
能

性

が
あ

る
の
に
、
そ

れ
が
十
分

に
把
握
さ
れ
て

い
な

い
と

い
う

か
た

ち
で
批
判
す

る
の
で

あ
る
。
と

い
う

こ
と
は

、
西
田
は
こ

と
親
鸞

に
関
し

て
は
、
ど
こ

ま
で
も
可

能
性
を
信
じ
、
評
価
し
て

い
こ

う
と

い
う

姿
勢

が
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で

あ
る
。

特
に
こ

の
、
歴

史
的

世
界

と

の
か

か
わ
り
と

い
う

点

に
つ
い
て
は
、
親

鸞
の
言

う

「
自
然

法
爾
」
と

い
う
こ
と
を

め
ぐ
っ

て
論
じ
ら

れ
て

い
る
。
た
と
え

ば
、
『
日
本
文
化

の
問
題
』

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。

親
鸞
の
自
然
法
爾
と
云
う

如
き
こ
と
は

、
西

洋
思
想
に

於
て
考
え

ら
れ
る
自
然

と
い
う

こ
と
で
は
な

い
。
…
…
そ
れ
に
は
事
に
当

っ

て
己

を
尽
す
と
云
う

こ
と

が
含
ま

れ
て

い
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ

に
は
、
無
限

の
努
力
が
包

ま
れ
て
い
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

唯
な
る
が
ま
ま

と
云

う
こ
と

で
は
な

い
。
併
し

自
己
の
努
力

そ

の
も

の
が
自
己

そ
の
も

の
で
は
な

い
と
知

る
こ
と

で
あ
る
。

自
ら
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然

ら
し

め
る
も

の
が
あ

る
と
云

う
こ
と

で
あ

る
。
…
…｛
一
ふ
教
的

体
験
の
立
場

か
ら
は

、
我
々
の

道
徳
的
行
為
は
義
務

の
為

の
義
務

と
云
う

よ
り
も
、

寧
ろ
知
本

報
恩
と

な
る
の
で

あ
る
。
親
鸞

の
自

然
法
爾
と
云

う
の

は
、
深
く

此
意
に
徹
し

た
も
の
で
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。
…
…
我

々
の
自
己

が
歴

史
的
世
界

の
個
体
的
な

る
程

、
右

の
如

き
自
覚

に
達
せ
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。
そ
こ

に
は
絶

対

の
受

働
か
即
絶
対

の
能
働

で
あ

る
の
で
あ

る
。
斯
く
云
え

ば
、
神
秘
的
直

観
と
考
え

ら
れ

る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
抽

象
論

理
的

に
推
理
す

る
か
ら
で

あ
る
。
逆

に
絶
対
他
力

と
は
現
実
即
実

在
と
云
う
こ

と
で
な
け

れ

ば
な

ら
な
い
。
す
べ
て
の
物

の
に

に

（
2
4）

生
命

の
躍
動
を
感

ず
る
こ
と

で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

自
然
法
爾

は
、
唯
な

る
が
ま
ま
と

い
う
こ
と

で
は
な

い
と

い
う
。
絶
対
他
力
と

は
、
現
実
即

実
在
と

い
う
こ
と

で
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

。
こ

こ
に
は

、
西

田
独
自

の
真
宗
理

解
が
あ

る
。
浄
土
教
は

、
往
生
し

て
来
世

の
浄
土
で

の
救

い
を
語
り

や
す

い
。

真
宗

と

い
え
ど

も
、
平
生
業

成

と
か
現

生
正

定
聚
と

か

い
う

も

の
の
、
結
局

は
浄

土
で
の
救

い
（
往
生
即
成
仏
）
を
究
極
と
見

が
ち
で

あ
り

、

こ

の
世
に
お

い
て
己
を
尽

す
と

か
、
無
限

の
努
力

に
生
き

る
と
か
は
あ

ま
り
言
わ

な

い
で
あ

ろ
う
。
絶
対

能
働

に
転
じ
て
、
歴

史
創

造

の
主
体
と
な

る
な
ど
、
ほ

ぽ
言
わ
な

い
で
あ

ろ
う
。
し

か
し
西

田
に
と

っ
て
み
れ

ば
、
自
然
法
爾

と
は
正
し
く
そ

の
こ
と
で
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
の

で
あ
り
、
従

来
の
真
宗

の
親
鸞
理

解
に
異

議
を

唱
え

る
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場

は

、「
場
所

的

論
理
と
宗

教
的

世
界
観
」
に

も
そ

っ
く

り
ひ
き

つ
が
れ

て

い
る
。
内
川
は

、
そ
も
そ
も
「
我

々
の
自
己

が

白
‥
己

自
身
の
根

抵
に
徹
し

て
絶
対
者

に
帰
す

る
と
云

う
こ
と

は
、
此
の
現
実

を
離

れ
る
こ
と
で

は
な

い
、
却
っ
て
歴

史
的
現
実

の
底

に

（
四

徹

す
る
こ

と
で

あ

る
。
絶

対
現
在

の
自
己

限

定
と
し

て
、

何
処
ま

で
も
歴

史
的

個
と

な

る
こ
と

で
あ

る
）
と
考
え

て

い
た
。
ま
た

、

「
故

に
宗
教
的
回

心
と
か

、
解
脱
と

か
云

っ
て

も
、
一
面
に

欲
求
的
に
、
一
面

に
理

性
的
な

る
、
此
の
意

識
的
自
己

を
離
れ
る
と
云
う

こ
と
で

は
な

い
、
決
し

て
無
意

識
的
と
な

る
な
ど
云
う

こ
と
で
は
な

い
。
そ
こ
で
は

益
々
明

瞭
に
意
識
的

と
な
ら
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
、

寧

ろ
叡
知
的
と
な

ら
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
の
で

あ
る
。
何
処
ま

で
も
我

々
の
判
断
的

意
識
的
自
己
即

ち
分
別
的
自
己
を

離
れ
る
こ
と
で
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は
な
い
。
大
拙
は
之
を
無
分
別
の
分
別
と
云
う
。
霊
性
と
は
無
分
別
の
分
別
で
あ
る
」
と
も
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
親
鸞
の
自
然
法
爾

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
の
で
あ
る
。

自
然
法
爾
と
云
う
こ
と
は
、
創
造
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
自
己
が
創
造
的
世
界
の
創
造
的
要
素
と
し
て
、
絶
対
現
在

の
自
己
限
定
と
し
て
働
く
と
云
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ

の
源

泉
を
印
度

に
発
し
た

仏
教
は
、
宗

教
的
真
理

と
し

て
は
、
深

遠
な
る
も

の
が
あ

る
が
、
出

離
的
た
る
を
免
れ
な

い
。
人

乗

仏
教

と
云

え
ど
も

、
真
に
現

実
的
に
は
至

ら
な
か

っ
た
。
日

本
仏
教

に
於
て
は
、

親
鸞

聖
人

の
義
な

き
を
義

と
す
と
か
、
自
然

法

爾
と

か
云

う
所
に

、
日
本
精

神
的
に
現

実
即

絶
対
と

し
て

、
絶
対
の
否

定
即
肯
定

な

る
も

の
が
あ

る
と
思
う

が
、
従
来
は
そ

れ
が

積
極

的
に
把
握
せ

ら
れ
て

い
な

い
。
単

に
絶
対
的
受

働
と

か
、
単
に
非
合

理
的
に

無
分
別
と

か
の
み

解
せ

ら
れ
て
居
る
。
私

は
之

（
2
8）

に
反
し

真
の
絶
対
的
受

働

か
ら
は
、
真

の
絶
対
的
能

働
か
出

て
来
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と

考
え

る
の
で
あ
る
。

西

田
は

、
真
宗

か
ら
、
現
実
即

実
在
、
現
実

即
絶
対

の
立
場

を
論
理

づ
け

よ
う
と
し

て

い
る
。
そ

の
よ
う
に
、
西

田
の
真
宗

理
解
は
、

ど
こ

ま
で

も
共

感
的
か

つ
創
造
的

な
も
の
な

の
で
あ

っ
た

。

我
々
と
し

て
は
、
西
田

の
こ

の
仏
教
に
対
す

る
新
鮮
な

批
判
を
う

け
て
、

真
宗
の
み

に
で
は

な
く
人
乗

仏
教
全

体
に
そ
の
可
能
性

を

問

い
、
そ

の
論
理
を
再

度
、
自
覚
し

、
そ
の

意
義
を
再
生

さ
せ
て

い
く
べ
き
で

あ
ろ
う

。

（
I

「
西
洋
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以

来
、
一
貫
し
た
論
理
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
政
治
も
、
経
済
も
、
文
化
も
、
み
な
そ
こ
か
ら
割
り

出
さ
れ
て
い
る
、
と
こ

ろ
が
東
洋
に
は
そ
う

い
う
も
の
が
な
い
。
し
か
し
、
東
洋
に
は
東
洋
の
考
え
方

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
生
活
上
の

‘

切
が
そ
れ
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
論
理
が
明
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
華
厳
や
天
台
の
論
理
と
い
う
も
の
も
幾
分
そ
れ
に
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近
い
も
の
だ

が
、
私
の
一
生
の
仕
事
と
云
え

ば
そ
れ
を
探
し

た
と
云
う
た
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。
」
島
谷
俊
三
「
先
生
に
叱
ら
れ
た
話

そ
の
他
」
、
務
台
理
作
他
編
『
西
田
幾
多
郎
（
そ
の
人
と
学
）
』
、
人
東
出
版
社
、
昭
和
二
三
年
、
六
八
頁
。

（
2
）

竹
田
篤
司
は
、
西
田
に
は
「
い
わ

ば
母
乳
と
混
り
あ
っ
て
、
「
真
宗
」
が
体
内
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
竹
田
篤
司
編

「
西
田

幾
多
郎
年
譜
（
明
治
三
年
～
明
治
十
三
年
）
」
、
『
理
想
』
、
一
九
七
八
年
一
月
号
、
一
八
四
頁
下
段
。

（
旦

小
坂
国
継
は
、
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
の
刊
行

が
西
田
の
死
後
、
昭
和
ニ

ト

ー
年
四
月
で
あ
り
、
さ
ら
に
西
田

が
書
簡
等
に
お
い

て
田
辺
説
に
伝
聞
の
か
た
ち
で
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ど
う
も
西
田
は
、
田
辺
の
「
懺
悔
道
」
と
西
田
哲
学
批
判
の
内
容
を
、
直

接
、
田
辺
自
身
が
書
い
た
も
の
か
ら
知
っ
た
の
で
は
な
く
、
他
人
か
ら
の
伝
聞
に
よ
っ
て
間
接
に
聞
き
知

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
『
西
田
哲
学
と
宗
教
』
、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
三
〇
八
～
一
〇
頁
。

（
4
）

西
田
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
六
日
、
務
台
理
作
あ
て
葉
書
に
、
「
私
は
生
命
と
い
ふ
も
の
を
か
き
終
り

（
こ
れ
は
「
思
想
」
に
出
る
筈
）

今
又
数
学
の
基
礎
論
を
書
い
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
が
す
ん
だ
ら
一
つ
浄
土
真
宗
の
世
界
観
と

い
ふ
も
の
を
書
い
て
見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま

す
」
と
書
い
て
い
る
。

－

5

－

6

－
7

－
8

－
9

－
10

へ11
ら12

）

島
谷

俊
三

「
先

生

に
叱

ら

れ
た
話

そ

の
他
」
、
『
西

田

幾
多

郎

（
そ

の
人
と

学
）
』
、
六

七
頁

。

）

吉
田

久
一

『
清

沢

満
之
』
、
吉

川
弘

文

館

、
昭
和

三
六

年

、
一
一
九
頁

。

）

安
富

信
哉

『
清

沢

満
之

と
個

の
思

想
』
、
法

蔵
館

、
一

九

九
九
年

、
二

七
四

頁

。

）

谷
川

徹
三

「
浩

々
洞

に

お
け

る
清

沢
満

之

先
生

」
、

福
嶋

寛
隆

・
赤

松

徹

真
編

『
資

料

清
沢

満
之

講

演
篇
』
、
同
朋

舎
出

版

、
一
九

九

一
年

、
二
I

五

頁

。
な

お
、
藤

田
正

勝

「
清

沢
満

之
と

西
田

幾
多

郎
」
、

藤
田
正

勝

・
安
富

信
哉

編

『
清

沢
満
之
－

そ
の
人

と
思

想
』
、

法

蔵
館

、
二

〇

〇
二

年

に

は
、
清

沢

満
之

の

『
宗

教
哲

学
骸

骨
』

の

思
想

等
と

、

西
田

の

『
善

の
研

究
』

等
の
初

期
思

想
と

の
関

係

が
詳

説

さ

れ
て

い
る

。

）

『
西
田

幾
多

郎

全
集
』

第

一
巻

、
一

九
九

頁

。

）

橋
本

峰
雄
「
精

神
と

霊
性

仏
教

近

代
化

の
二

典
型
」
、
ロ

本

の
名

著
4
3
『
清

沢
満

之

鈴
木
大

拙
』
、

中
央
公

論
社

、
昭
和

四
五

年

、

四

一
頁

。

）

『
清
沢

満
之

『
精

神
界

』
論

文
集

』
、
大
谷

大

学
真

宗
総

合
研

究
所

、
一

九

九
九
年

、
一

七
五

頁
。

）

松

原

祐
善

・
寺
川

俊

昭
編

『
定

本

清
渾

満
之

文

集
』
、

法
政

館

、
一

九
七

九
年

、
四

○
九

～
一

〇
頁

。
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（
1
3）
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
に
、「
宗

教
心
と
云
う
の
は
、
…
…
我
々
の
自
己
自
身
の
存
在
が
問
わ
れ
る
時
、
自
己
自
身
が
問
題

と
な
る
時
、
は
じ
め
て
意
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
『
全
集
』
第
ト

ー
巻
、
三
九
三
頁
）
、
「
宗
教
の
問
題
は
、
我
々
の
自
己
が
、
働
く
も

の
と
し
て
、
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
如
何
に
働
く
べ
き
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
我
々
の
自
己
と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
、
何

で
あ

る
か
に
あ
る
の
で
あ
る
」
（
同
前
、
四
○
六
頁
）
、
「
又
京
数
的
に
迷
と
云
う
こ
と
は
、
自
己

の
目
的
に
迷
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、

自
己
の
在
処
に
迷
う
こ
と
で
あ
る
」
（
同
前
、
四
〇
じ
頁
）
等
と
あ
る
。

（
1
4）

前
注
（
6
）
参
照
、

（
1
5）

山
田
亮
賢
『
佐
々
木
月
樵
先
生
』
、
法
蔵
館
、

。
九
九
二
年
、
五
八
頁
。

（
1
6）

前
注
（
6
）
参
照
。

（
1
7）

『
西
田

幾
多
郎
全
集
』
第
一
巻
、
四
〇
七
～
九
頁
。

（
1
8）

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
ト

ー
巻
、
四
三
瓦
～
六
百
。

（
1
9）

同
前
、
四
三
二
～
三
頁
。

（
2
0）

同
前
、
四
四
二
～
三
頁

。
な
お
、
内
川
の
名
‥
ゲ
ヘ
の
着
目
は
、
人
拙
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
西
田
は
昭
和
二
〇
年
一

月
六
口
、
務
台
理
作
宛
て
は
が
き
に
、
「
大
拙
の
名
げ
の
論
理
、
あ
れ
は
と
て
も
よ
い
で
す
。
浄
土
真
宗
は
あ
れ
で
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
…
…
」
と
書
い
て

い
る
。
同
目
、
西
谷
啓
治
宛
て
は
が
き
に
、
「
衣
現
す
る
も
の
と
表
現
せ
ら
れ
る
も
の
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
の

論
理
こ
そ
そ
こ
か
ら
仏
の
呼

び
声
の
出
て
来
る
名
り
為
本
の
浄
卜
宗
的
論
理
と
存
じ
ま
す
」
等
と
書
い
た
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

小
坂
国
継

『
西
田
哲
学
と
宗
教
』
、
大
東
出
版
社
、

。
九
九
四
年
、
ミ
○
て
ぐ

四
貞
参
照
。

（
2
1）

同
前
、
四
三
〇
頁
。
な
お
、
拙
稿
「
一
逆
対
応
」
の
宗
教
哲
学
－

西
田
幾
多
郎
に
お
け
る
「
絶
対
者
」
と
「
自
己
」
i

」
『
哲
学
・

思
想
論
集
』
（
筑
波
大
学

哲
学
・
思
想
学
系
）
第
二
士

二
け
、
平
成
ト
年
、
一
～
三
一
頁
参
照
。

（
2
2）

同
前
、
四
三

二
頁
。

（
2
3）
「
大
ま

か
に
云
え

ば
、
西
洋
論
理
は
物
を
対
象
と
し
た
論
理
で
あ
り
、
東
洋
論
理
は
心
を
対
象
と
し
た
論
理
で
あ
る
と
も
考
え
得
る
で

あ
ろ
う
。
心
を
対
象
と
し
た
論
理
と
云
う
も
の
は
な
い
、
論
理
は

い
つ
も
客
観
的
対
象
の
論
理
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
も
の
も
あ

ろ
う
。
併
し
我
々
の
自
己
と
云
う
も
の
も
歴
史
的
世
界
に
於
て
の
事
物
に
外
な
ら
な
い
。
全
然
自
己
と
云
う
も
の
を
離
れ
て
、
単
な
る
物

と
い
う
も
の
は
な
い
。
す
べ
て
が
歴
史
的
事
物
の
論
理
に
含
ま
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
仏
教
論
理
に
は
、
我
々
の
自
己
を
対
象
と
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す
る

論
理

、
心

の
論

理

と
云

う
如

き

萌
芽

が
あ

る
と

思

う

の
で

あ

る

が
、

そ

れ
は

唯
体

験
と
云

う

如
き

も

の
以

卜
に

発
展
せ

な

か

っ
た

。

そ
れ

は
事

物
の

論
理

と
云

う

ま
で

に

発
展

せ

な
か

っ

た
。

私

は
先

づ
西

洋

論
理

と
云

わ

れ

る
も

の
を
徹

底
的

に
研
究

す
る
と

共

に
、
何

処

ま

で

も

批
判

的

な
る

を
要

す

る

の
で

あ

る
。

…

…
」
「
日

本
文

化

の

問
題

」
、
『
西

田

幾
多

郎

全
集

』

第
十

二

巻
、
二

八
九

～

九
〇

頁
。

な

お
、
丙

田

は
、
「
右

に

述

べ
た
如

く

に

し
て

、
私

は

我

々

の
自

己
と

絶

対

者
と

の

関

係

に
於

て
、

相
反

す

る

㈹
方
向

を
認

め

る
こ

と

が
で

き
る
と

思

う
、

そ
こ

に

キ
リ

ス
ト

教

的
な

も

の
と

、
仏

教

的

な
も

の
と

の
I
．種

の
宗

教

が
成

立
す

る
の

で
あ

る
。
併
し

抽
象

的
に

単
に

そ

の
一
万

の

し
場

に

の
み

に吠
つ

も

の
は

、
真

の
京

教

で

は

な

い
」

と

↓一‥
つ

て

い
る

。
「
場

所

的

論
理

と
宗

教

的
吐

界
観
」
、
『
西

田

幾
多

郎

全

集
』

第
ト

。
巻

、
四

三

六
頁

。

（
2
4）

『
西
田

幾
多

郎
全

集
』

第
一
1
二

巻

、
三

六
九

～
じ

○
頁

、

（

芒

『
西
田

幾
多

郎
全

集
』

第

十
一

巻

、
四
一
ご
下

問
頁

、

［

祁
］）

同
前

、
四

九

～
二

〇
頁

。

（
9
7
1
）

同
前

、
四
三

七

頁
。

（
2
8）

同
前

、
川
三

七

～
八

頁
。

な
お
、
本
稿

は
、
西
田

幾
多
郎
記

念
哲
学
館

・
金
沢

大
学
共
催
公

開
講

座
と
し
て

行
わ
れ

た
講
演
会
（
平
成
ト
四
年
七
月
L

二
日
、
西

川
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
、
哲
学
ホ
ー
ル
）
「
真
宗
上

酉
田
幾

多
郎
」

の
講

演
を
文
章

化
し
た

も
の
で

あ
る
。
『
全
集
』

等
の
引
用
に

あ
た
っ

て
は
、

。
部
表

記
を
読
み

や
す

い
よ
う

に
改

め
た
。

△
キ
ー
ワ
ー
ド
▽

清
沢
満
之
、
自
然
法
爾
、
真
宗
、
西
田
幾
多
郎
、
名
号
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